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熊本学園大学経済学会
熊本学園大学経済学会会則
(名 称)
第１条 本学会は熊本学園大学経済学会と称する｡
(事 務 所)
第２条 本学会の事務所は 熊本学園大学経済学部内に置く｡
(目 的)
第３条 本学会は 経済学を中心とする学術研究及び普及を目的とする｡
(事 業)
第４条 本学会は 前条の目的を達成するために 次の事業を行う｡  機関誌 ｢経済論集｣ の発行   研究会の開催   講演会の開催   研究資料の収集・整備  その他学会の目的達成に必要と認める事業
(会 員)
第５条 本学会の会員は 次のとおりとする｡  正 会 員 第３条の趣旨に賛同する本学の専任教員  賛助会員 本学会の趣旨に賛同し 評議員会の承認を得た者  学生会員 本学経済学部及び大学院経済学研究科の在学生
２ 会員は 機関誌の配布を受け かつ本学会の行う各種の事業に参加することができる｡
(評議員会)
第６条 本学会に 評議員会を置く｡
２ 評議員会は 正会員によって構成される｡
３ 評議員会は 次の事項について審議・議決する｡  年間活動の策定に関する事項   予算・決算の承認に関する事項   役員の選出に関する事項  会則の改正に関する事項   その他 本学会の運営に関する事項
(学会運営委員会)
第７条 第４条に定める事業を遂行するために 次の役員によって構成される学会運営委員会を置く｡  会長 １名   総務委員 １名   編集委員 ４名   会計監査委員 ２名
２ 会長は 本学会を代表し 会務を統括する｡
３ 総務委員は 本学会の会計及び庶務に関する業務を行う｡
４ 編集委員は 編集委員会を置き 第４条第１号に関する事業の機関誌 ｢経済論集｣ の編集・発行・配布に関する業務を行
う｡
５ 会計監査委員は 本学会の会計に関する事項を監査し その結果を評議員会に報告する｡
(役員の選出及び任期)
第８条 会長及び役員は すべて評議員中から互選し その任期は ２ヵ年とする｡ ただし 再任を妨げない｡
２ 前項の会長及び役員の職に支障が生じた場合は ただちに補うものとする｡ なお 後任者の任期は 前任者の残任期間と
する｡
(会 費)
第９条 本学会の年会費を次のとおりとする｡  正会員   ,   円   賛助会員  ,   円   学生会員  ,   円
(経 費)
第 条 本学会の経費は 会費 事業収入及び寄付金をもってあてる｡
(会計年度)
第 条 本学会の会計年度は 毎年４月１日に始まり翌３月 日に終わる｡
付 則
本会則は 平成 (    ) 年４月１日より施行する｡
｢経済論集 (熊本学園大学)｣ の編集及び刊行に関する規定
第１条 経済学会 (以下 ｢本学会｣ という｡) は 教員の研究成果の発表を目的として 論集 [経済論集 (熊本学園大学) 英文
名                   以下 ｢本誌｣ という｡] を刊行する｡
２ 刊行等の経費には 会費等をもってあてる｡
第２条 編集兼発行者は ｢熊本学園大学経済学会 『経済論集』 編集委員会｣ とする｡
第３条 編集委員会 (以下 ｢委員会｣ という｡) は 正会員の中から選出された４名の委員により構成され 委員の互選により
委員長を決定する｡
２ 委員長及び委員の任期は２年とし 再任を妨げない｡
３ 委員会は 委員長の下で 本規定の趣旨に従い 必要な判断を下し また 必要な事務を担当する｡
第４条 本誌は原則として年４回刊行する｡
２ 必要に応じて特別号を刊行することができる｡
第５条 執筆者は 原則として本学会に所属する正会員及び賛助会員とする｡ ただし 委員会は 学会以外の者に執筆を依頼す
ることができる｡
第６条 本誌に掲載する著作は 次の６種に分類する｡  論文   研究ノート   研究資料   判例研究   翻訳   特別寄稿及びその他
第７条 投稿原稿は 本誌への掲載の適否を判断するため 審査を行うものとする｡
２ 委員長は 委員会の議を経て 審査委員を委嘱し 投稿原稿の審査を依頼することができる｡
３ 審査委員は 依頼を受けてから２週間以内に 審査報告書を委員会に提出するものとする｡
４ 委員会は 審査報告書を踏まえて 投稿原稿の掲載の可否を決定し また 著者に対し補筆や修正を求めることができる｡
第８条 研究調査費等は 別に定める｡
第９条 本誌の配布先は 本学会と性格の近い他大学及び研究機関の中から 委員会が選定する｡
付 則
１ 本規定は 平成 (    ) 年４月１日から施行する｡
２ 本規定に関する詳細は 別に定める内規による｡
３ 本規定の改廃は 評議員会が行う｡
執 筆 者 紹 介
慶 田 收 (本学教授)
細 江 守 紀 (本学教授)
有 馬 弥 重 (長崎県立大学経済学部准教授)            (本学大学院経済学研究科博士後期課程)
福 間 比呂志 (九州大学大学院経済学府博士後期課程)
伊 東 維 年 (本学教授)
｢経済論集 (熊本学園大学)｣ の執筆及び投稿に関する内規
経済論集の執筆及び投稿にあたっては 熊本学園大学経済学部のホームページに掲載されています内規
(                                                ) に従って下さい｡
投 稿 案 内
熊本学園大学経済学会では 会員以外の方からの論文を公募しています｡ 下記の ｢投稿規定｣ を参照のうえ 
ふるってご応募下さい｡ なお 不明の点は 編集委員会にお問い合わせ下さい｡
〒       熊本市大江 － －  熊本学園大学経済学部 『経済論集』 編集委員会
投 稿 規 定
１ 投稿資格は大学院経済学研究科博士課程 (または博士課程後期) 在学生 または同単位取得者 (非常勤講師を含む) に限る｡
２ 原稿は経済学の分野を問わず 随時受けつける｡ なお各号の締切は 原則として ３月末 (第１号) ６月末 (第２号) ９月
末 (第３号)  月 日 (第４号)｡ ただし 事情により合併号となることがある｡
３ 原稿枚数は タイトルを含め 和文の場合   字詰  枚以内, 欧文の場合ダブルスペース (１行  ～  字      , 行) 枚
以内とする｡
４ 投稿原稿はワープロ原稿 (横書Ａ , 縦置) とする｡
５ 投稿者は 氏名を明記した原稿１部と氏名を削除した原稿２部の計３部を そのフロッピーまたは    ・     ととも
に提出する｡ これらはすべて後ほど返却する｡
６ 別紙として 次のものを添付する｡
① タイトル 執筆者名の英文表記を含め,         以内の英文サマリーおよびほぼ同等の和文要約各１部｡
② 原稿１行の字数 １ぺージの行数 ぺージ数    字換算枚数, 使用ワープロまたはパソコンの機種 連絡先住所および電
話番号を記入した原稿表紙１枚｡
７ 編集委員会は 各論文につき２名のレフェリー (少なくとも学外１名を含む) に審査を依頼し その報告を受けて 採否を決
定する｡
なお 本誌編集委員は 現在 伊東維年 (総務) 金栄緑, 慶田收 笹山茂 細江守紀 (委員長) マング･マング･ルウィン｡
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